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福島原発事故由来の放射性廃棄物に含まれる I-129 は、処分後の安全評価に大きな影響を与えることが

考えられる。本発表では、ヨウ素を内包した廃棄物を金属マトリクスでさらに固化したハイブリッド固化

体を対象として安全評価を行い、ハイブリッド固化体の処分概念構築に向けた検討を行った。 

キーワード：福島第一原子力発電所事故，放射性廃棄物，ヨウ素 129，ハイブリッド固化体，安全評価 

1. 緒言 

 福島第一原発事故由来の放射性廃棄物には、難固定化核種である放射性ヨウ素（I-129）が含まれている。

I-129 は緩衝材や岩盤への収着性が低い上に長半減期核種でもあり、処分後の安全評価（被ばく線量）に

大きな影響を与えることが考えられるため、ヨウ素を安定に固化した廃棄体が重要となる。そこで、I-129

の安定固化体として、ヨウ素を内包する廃棄体を金属マトリクスで覆ったハイブリッド固化体を検討して

いる。このハイブリッド固化体は、熱間等方圧加圧法（HIP）によって緻密化することにより、十分な固

化体寿命を有する可能性が報告されている[1]。本発表では、ハイブリッド固化体の処分概念を検討する材

料として、緩衝材等の人工バリアや天然バリアの各バリア機能について、既存の処分概念[4]に基づいたモ

デルを使用して感度解析によって比較評価した。 

2. 評価方法 

核種移行解析は、シミュレーションソフトウェア

GoldSim[2]を用いて実施した。インベントリには、福島第一

原子力発電所で発生した核種インベントリ評価結果の I-129

の値[3]を用い、TRU 廃棄物(グループ１)を対象とした地層処

分のリファレンスケース[4]をモデルとして安全評価を行った。 

3. 結果 

 結果の一例として、最大被ばく線量で緩衝材の効果を比較

したグラフを示した。廃棄体による核種閉じ込めを期待しな

い、いわゆる瞬時放出では、緩衝材がないことで人工バリア

出口での被ばく線量がリファレンスケースの 2 倍程度高くな

り、生活圏での被ばく線量も約 30%高くなった。従って、瞬

時放出モデルにおいては、緩衝材のバリア効果は多少あると

言える。一方、ハイブリッド固化体の寿命を 50 万年と仮定した場合、人工バリア出口の被ばく線量を比

較すると、緩衝材が無くても、リファレンスケースの 1/40 倍よりも低い値となった。これは、緩衝材によ

るバリア機能よりも固化体の寿命（固化体の浸出）が大きく効いていることを示している。発表では天然

バリアの効果についても説明する。 
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図  最大被ばく線量の比較 
*1リファレンスケースの生活圏の被ばく線量を

100%として換算。*2瞬時放出：廃棄体の核種浸

出期間が 0(年) *3インベントリは I-129のみ 
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